（別紙１－２）小児医療施設支援事業
経　費　所　要　額　調　兼　所　要　額　精　算　書
医療機関名　　　　　　　　　　　　　　　
	区　　　分
	入院延べ患者数（各年度合計）
	小児科部門の病床数
	小児科部門の病床である根拠
	単価
（支給申請額）

	金額
（Ａ）

	総事業費から収入額を控除した額（Ｂ）
	支給申請額
（ＡとＢの内、少ない方の額）

	
	平成29年度
	平成30年度
	令和元年度
	３年間の平均
	令和５年度
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	250,000
	
	
	


（注）１　「区分」欄には、小児中核病院・小児救命救急センター・小児救急医療拠点病院・別表第１ 小児医療施設支援事業 ５ 留意事項  （ウ）に該当する病院のいずれかを記入。

　　　２　平成29年度、平成30年度・令和元年度の３年間平均の入院延べ患者数を令和５年度分入院延べ患者数が下回る場合、小児科病床数１床あたり250千円(A)と総事業費から収入額を控除した額（B）のうち少ない額を支給。
　　　３　小児科部門の病床である根拠には、小児に係る特定入院料を算定している届出病床数などを記載（例、小児入院医療管理料３　21床）。
　　　４　総事業費から収入額を控除した額(B)には、令和５年度における小児科部門に係る総事業費（運営に必要な給与費(職員基本給、職員諸手当、非常勤職員手当、社会保険料)、旅費、備品費(図書)、消耗品費、材料費(医薬品費、診療材料費、医療消耗器具備品費、給食材料費)、光熱水料、燃料費、研究研修費、減価償却費、修繕料、資産減耗費、会議費等のうち、小児科部門に係るもの。）から診療収入額、特別交付税及び寄付金その他の収入額を控除した額を入力。

